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多職種で取り組む子育て支援

産後ケアへのかかわり方 「小児科医の立場から」

秋山千枝子（あきやま子どもクリニック）

Ⅰ．産後ケア事業の背景

国民運動である「健やか親子 21（第 2次）」１）の基盤
課題に「切れ目ない妊産婦・乳幼児への保健対策」が，
重点課題に「妊娠期からの児童虐待予防」がそれぞれ
掲げられている。子どもの年齢別に見た児童虐待の件
数は，0か月が 63％，特に 0か月の死亡が 50％と最
も多く２），その要因として予期せぬ妊娠や十代の妊娠，
産後うつ，精神疾患などが挙げられ，その保健対策が
講じられている。そして，産前・産後の対策として令
和元年の母子保健法改正で位置づけられたのが産後ケ
ア事業であり，令和 3年度より各市町村には実施につ
いて努力義務が課されている。

Ⅱ．小児科医が産後ケアに取り組む目的

前述した基盤課題について，われわれ小児科医も産
後ケア事業から乳幼児期，学童期，思春期と切れ目な
く支援を引き継ぎ，さらに地域の社会資源につなげて
いく必要がある。小児科医が産後ケア事業に取組むこ
とによって，地域資源と円滑に連携ができるのではな
いかと考えた（図 2）３）。

Ⅲ．産後ケアの実際

1．利用方法４）

三鷹市では平成 28年度よりすべての妊婦の面接に
取り組んでおり，産後ケア事業は妊産婦への支援と位
置づけられ，妊婦面接時に案内されている。産後ケア
の利用を希望する場合は市に事前に登録し，登録され
たら随時産後ケア事業所へ連絡が届く仕組みとなって

いる。その際，面接を通じて市が把握したハイリスク
妊婦の情報を共有している。利用者は，登録番号を用
いてWebで 1か月前より予約できる。

2．利用状況

筆者が運営している施設は，デイケア型が定員 2名
（開室時間 10～16時）で，宿泊型が定員 2名（デイ 10～
16時，ナイト 17～9時，ステイ 10～9時）である（図
3）。
ⅰ．申請理由（図 4）

施設の利用を希望する母親が市に申請を行った際の
主な理由は，①母親の体力回復（33.5％），②家族の
支援がない（26.5％），③授乳の相談（23％），④育児
手技の相談（16％）の順であった。
ⅱ．利用者数

図 5に示すように新型コロナウイルス感染症で減
少した時期もあったがおおむね 85～90％の利用率で
あった。平成 4年度の 1年間に当施設を利用したのべ
人数（母親の数）は 875人で，子どもの月齢では生後
3か月が最も多く，ついで生後 2か月，1か月，0か
月の順で，生後 4か月以降の場合は修正月齢での利用
であった（図 6）。1年間の初回利用者は 248人（市
の出生数の 18％）で，生後 1か月が最も多く，つい
で生後 2か月であった（図 6）。
ⅲ．利用目的

休息目的が最も多く，授乳相談，育児相談，子ども
の体重増加のチェック，きょうだいや夫の家族に関す
る相談もあった。気になる母親の心理面では，相談相
手がいない，一人での育児が不安，子どもと二人きり
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で辛く育児放棄したかったなどがあった。
ところで，産後ケア事業からその後の切れ目ない子
育て支援につなげていくためには bio-，psycho-，social
の視点で親子を支援していく必要がある。そこで，利
用目的を bio-（身体），psycho-（心理），social（社会）
の各要素から分類した（図 7）。
身体：①体調，②授乳，③子どもの体重，④母乳，
⑤産後の身体の変化
心理：⑥メンタル，⑦休息

社会：⑧育児，⑨兄弟の問題，⑩家族の問題
ⅳ．事例紹介

以下は，業務記録から複数の事例をもとに個人が特
定されないよう加工したものである。
＜デイサービス型＞

来所時は，職員の問いかけにも応じず自ら話すこと
もなかった。夫には自分を支えてほしいと思うのだが，
逆に自分が忙しい夫を支える役割になっていることが
負担であるとのことであった。本人は，子育てに自信
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を持っており家事も自分のペースで行えているようで
あったが，夫や本人を支えられる人物の不足が課題と
考え，保健センターに今日の様子を報告しその後地区
担当者が定期的な連絡を行いその際に本人の話を聴く
こととなった。
＜宿泊型＞

2日前から乳房にしこりができ，母乳ケア後は軽減
したものの入浴後にしこりが増強した。しこりの悪化
予防のため，スタッフと相談し添い乳を介助しながら
直接の授乳は 3～4時間毎とした。本人は，添い乳に
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より休息もとりつつ授乳でき，朝方の授乳ではしこり
も軽減してきたため，スタッフから添い乳による注意
点，しこり悪化時の対処方法を伝えた。

Ⅲ．行政との連携

平成 3年度に当施設を利用したのは 890人で，その
うち市から連絡のあった利用者 41人の内訳は，EPDS
（エジンバラ産後うつ指標）高値，育児不安，きょう
だい・双子の育児疲れ，夫の精神保健の問題であった。
他方，当施設から市に連絡した 41人の内訳は，子ど
もの体重増加不良，夫の精神保健の問題，産後うつの
既往歴あり，育児不安であった。市町村が妊婦面接や

新生児訪問などで課題のある妊産婦を拾いあげるだけ
でなく産後ケア施設が主体となりポピュレーションア
プローチとして産後ケアを組み合わせることによって，
さらに多くの課題をもつ産婦を把握でき，また，産科
退院後 2か月や 3か月頃の親子の課題に気づくことが
できるといえる。

Ⅳ．産後ケア施設と小児科診療所の連携

ⅰ．小児科受診

当施設利用時に母親が予防接種の質問に答えること
で小児科の受診がしやすくなったり，皮膚症状などに
ついてスタッフが母親に受診を勧奨した例もある。母
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親が施設スタッフにしたきょうだいの相談からきょう
だいの受診につながった例や，子どもの障害が心配さ
れた子どもを速やかに専門外来へ紹介した例もある。

ⅱ．地域資源の活用（図 8）

小児科診療所は地域の保健センター，子ども発達支
援センター，園や学校，子育て広場などと幅広く関係
しており，地域の資源を親子に早期に紹介できる。ま
た，当診療所のこども相談室は要保護児童地域対策協
議会の一員であり，小児科診療所に併設された産後ケ

ア事業では，診療所が持つ地域のネットワークを活用
する等さまざまな効果的な支援を期待できる。

ⅲ．スタッフ間の交流

施設と診療所のスタッフの交流も可能である。小児
科診療を経験した助産師は，次のような利点を述べて
いる。
①産後ケアを利用した母子が小児科を利用する際，

顔を知っているスタッフがいることは安心につながる。
②小児科でさまざまな月齢・年齢の子どもと接する

Presented by Medical*Online



第 82巻 第 3号，2023 303

ことで，産後ケアにおいて子どもの将来を見据えた助
言が行える。
③母親が産後ケアを利用していくうちに子育てに慣
れ先のことを考える余裕が出てくると，予防接種や発
達，かかりやすい病気やその対処など，小児科診療に
対するニーズは増えてくる。その際，小児科の具体的
な知識があれば，母親の安心やより良いケアにつなげ
ることができる。
④産後ケアで助産師が母親に関わる中で身近に小児
科があることで，病気だけでなく発達面に関しても相
談できる場所があると伝え，受診に対する心理的ハー
ドルを下げることが期待できる。
⑤予防接種の知識を母親に伝えることができる。

Ⅴ．結 論

産後ケア事業とは，デイサービスや宿泊という長い
時間を活用して利用者のニーズを丁寧に聴くことがで
きるものであり，このような専門職が関われる子育て
環境は他にはない。その中で得られた情報を利用者の
ために確実に行政や小児医療や地域の子育て支援機関
に引き継ぐことが大切である。
産後ケア事業への参加を通して，小児科医をはじめ

多職種が産後ケアにおける親子の課題や支援のあり方
を理解することが必要である。
小児科診療所併設の産後ケア事業は，子どもを小児

医療につなげやすく，妊娠期から子育てにわたる切れ
目のない支援の目的に合致する。

※本論文の執筆にあたり，令和 5年 3月発行「母子保

健情報誌」第 8号（厚生労働省）の特集「周産期のメン

タルヘルスと産後ケア事業」（p20～26）を参照した。
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